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新年あけましておめでとうございます。

皆様方の日頃からの三河港湾事務所に対するご理解とご協力に厚く御礼申し上げます。

１０月１日に当事務所に着任して３ヶ月が経ちました。今シーズンは、秋がほとんどなく一気に冬が来たかのよ

うに季節が変わり、着任当初は暑い暑いと言っていたのが嘘のようです。この頃は、以前から噂で聞いていた強い

季節風が身に沁みますが、強風に負けず業務に励んでいきたいと思います。

さて、当事務所が担当しております三河湾内の三河港、衣浦港では、現在、皆様の安全・安心の確保を図るため

の防災・減災対策として、施設の耐震強化を図るとともに発災時の港湾機能を維持するための計画(港湾BCP)策定

への参画等総合的な対策を進めております。

また、三河港、衣浦港両港は、国内外の物流活動や生産活動の拠点であり、我が国の経済発展・成長実現に必要

不可欠な港湾であることから、港湾利用者のニーズに応じた着実な施設整備に尽力してまいります。

これらの業務を進めることにより、少しでも皆様の明日・将来が明るくなり、安心して生活できるよう、事務所

一丸となって取り組んでまいります。

本年も、引き続きよろしくお願い申し上げます。

台風のあとは流木が・・・

１１月１７日、田原市の西の浜で、同市内の環境ボランティアサークル「亀の子隊」がクリーンアップ活動を行

いました。この活動は、「郷土の川と海岸をみんなでクリーンアップ」を合言葉に、三河地区にある国土交通省の

４事務所（豊橋河川事務所、三河港湾事務所、設楽ダム工事事務所、矢作ダム管理所）が事務局となり実施してい

る「川と海のクリーン大作戦」を兼ねています。

本来なら１０月２０日に実施する予定でしたが、台風２６号による荒天のため中止となり、翌月の活動に合わせ

て実施しました。

当日は当事務所職員も参加し、亀の子隊と協力企業、一般参加の方々（７６名）と共に、ゴミ拾いに汗を流しま

した。現地は台風のあとで流木が多いため、参加者の方々は流木の間にあるごみも熱心に拾い集めていました。今

回の活動では、合計４１０ｋｇのごみが集められました。

新年のご挨拶
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※一部の地域を除きます。

海とみなとの相談窓口

衣浦港中央ふ頭西地区5号岸壁は水深-12m、全長240m、3万トン級船舶

が接岸可能であり、鉄くずや木材チップの輸出入を担う重要な岸壁ですが、

竣工してから30年余り経過しており老朽化が著しい状況です。そこで三河港

湾事務所では、平成22年度から改良工事を行っており、今年度は全長240m

のうちの約80ｍにおいて撤去工、上部工等を実施しています。平成25年度

の主な作業工程は以下の通りです。

既設の上部コンクリート等の撤去 → 鉄筋・型枠組立 → 

上部コンクリート打設 → ※プレキャスト床版の製作・据付 → 工事完了

12月時点では既設の上部コンクリート等の撤去まで完了しており、これらの

作業が進んでいく中で、受注者の方々にはより安全に作業し、より高品質の

施設を整備していただけるよう、現場監督等を行っています。今後も当事務

所では三河港・衣浦港における安全性確保、利便性向上のために港湾施設の

整備等を行っていきたいと思います。

11月27日に中部技術事務所にて災害対策用機械の操作訓練が行われました。この訓練は、地震、津波、台風など

の災害時に、早期復旧を支援できるよう災害対策用機械の操作訓練を行うものです。

今回、操作訓練を行った機械は、浸水した箇所の水を吸い上げ川などに排水する『排水ポンプ車』 、暗い被災現場

を明るく照らす『照明車』 、通信困難な山の中などで通話や映像配信などを可能にする『衛星通信車』の3台です。

当日は機械の操作方法や近年の災害状況などについて説明を

受けた後に操作訓練を行いました。機械を操作する際にいくつ

か留意点があり、例えば照明車の操作ではアーム部分が送電線

に引っかかると感電する危険

があります。参加した職員は

そういった留意点を考慮しつ

つ熱心に取り組んでいました。

今後もこのような訓練に参

加することで、災害時に迅速

な対応・早期復旧できるよう

努めていきたいと思います。

災害対策用機械操作訓練

※隣接陸上ヤードで先行製作する床版

◀ 上）杭頭コンクリート撤去 下）床版コンクリート据付
（写真は昨年度工事）

排水ポンプ車 衛星通信車照明車

老朽化施設の改良！
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